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３月 1（日） 3（火）
福島第一原子力発電所の事故によって、福島県内で
発生した除染土は2045年までに県外で最終処分されることが
法律で決まっています。このように、除染土の最終処分は全国的な問題ですが、その認知度は低い
状態です。そのため、このワークショップでは、全国の学生が集まって除染土のことを現地で学び、
除染土処分に関する認知度を高め、考えを深めることを目的としています！

除染土処分の問題とは？

◼募集人数：全国の大学生・大学院生、定員20名
（応募人数が定員を超えた場合、実行委員会で選考させていただきます）

◼参加費用：各自の昼食代のみ
（学生WS中の宿泊費や福島までの交通費等は環境省が実施する「令和7年度除去土
壌等の福島県外最終処分等に向けた取組に関する全国的な理解醸成及び社会的受
容性の段階的な拡大・深化に向けたワークショップ運営業務」の一環で実施される
ワークショップとして環境省が負担します）

※2月21日(土)か2月22日(日)に事前学習会を行います（オンライン含む。2時間程度）

□ 主催：環境省  環境再生グループ　福島再生・未来志向プロジェクト推進室
□ 協力：除染土処分に関する学生ワークショップ実行委員会
□ 問い合わせ先：沼田大輔（福島大学）  mail:numata@econ.fukushima-u.ac.jp  tel:024-548-8423
□ 受付フォームURL：https://forms.gle/esZtBFc6s4smHnn87  〆切：2026年2月1日（日）

受付フォーム

11:30  福島駅集合～バス移動
開会式、東日本大震災・原子力災害伝承館、
請戸小学校見学、ワークショップ等

午前：中間貯蔵施設見学
午後：講演、車座、交流会等

発表、閉会式
17:00  福島駅解散

日程 宿泊：ホテル蓬人館（双葉郡・富岡町）
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（日）
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（月）

3/3
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